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千葉⼤学学術成果リポジトリ
2011.NOV.  千葉大学附属図書館
千葉大学学術成果リポジトリ（CURATOR）は，千葉大学内で生産された電子的な知的生産物（学術論文，学位論文，プレプリント，統計・実験データ
などの学術情報）を蓄積，保存し，学内外に公開するためのインターネット上の発信拠点です。
5万件目に登録されたということですが，論文をCURATORに登録していることも意識し
ていなかったので驚いています。
ご感想をお願いします
2005年2月に正式公開したCURATORは，2007年6月に1万件，2008年2月に2万件と着実に公開する学術成果の数を増や
し，2011年10月に5万件に達しました。5万件目のコンテンツは「製品開発におけるコンセプト策定」千葉大学経済研究, 
vol.26, no.2, P.1-46（2011年9月）です。
著者の法経学部経済学科 中原秀登教授にお話を伺いました。
「千葉大学経済研究」は6巻(1991年)から最新号までがCURATORで公開されています。中原先生もお使いのCiNii
（国立情報学研究所の提供する国内文献検索データベース）で検索すると，機関リポジトリで本文が公開され
ている論文にはボタンが表示され， 簡単にアクセスできます。
今回の論文についてご紹介ください
私は，企業の成長のためにはイノベーション（＝技術革新）を活性化することが いかに重
要か，ということを現在の研究テーマとしています。
例えば，オリンピックでの試合の勝敗は，当日までにいかに事前のトレーニングを行ったかでほぼ決定されます。それ
と同様に，実は，新しい製品が成功するかどうか勝敗も事前の準備で決まります。準備段階として最も重要なのは，製品
の「コンセプト」策定です。コンセプトの決め方には二つあります。一つ目は、既に決められた基本機能にコンセプトを
足していく方法，もう一つは，根本的にコンセプトを見直す方法です。例えば，冷蔵庫の基本機能は「ものを冷やして保
存する」なので，これに「大容量」「省エネ」といったコンセプトを追加して新製品を生み出します。一方，携帯電話の
場合，発売初期の「通話する」という基本機能を見直して，「インターネットができる」「音楽を聴く」「地図を使う」
等の「マルチメディア」をコンセプトとして製品の根本的な転換が行われ，初期とは形態も機能も全く別の製品として市
場に流通しています。製品開発の成功には，顧客のニーズや時流に合わせたコンセプトの設定が重要であり，斬新なコン
セプトはイノベーションの重要な契機となりえます。
文献の検索や入手はどのようにされていますか？
文献検索は主にCiNiiを利用しています。電子ジャーナルがあれば便利に利用していますので，図書館に足を運ぶ機会は
比較的少なくなりました。ただ，ネット上に無い文献だと思って図書館に複写依頼をすると，オンラインで見られるとい
う案内をもらうこともあります。その時は，もっと簡単に自分で検索ができればいいのに，と思います。
機関リポジトリなどを通じて，文献が無料公開されることについてはどう思われますか？
研究者としては，オンラインで簡単に論文を読める環境になることは歓迎します。ですが，キーワードで文献検索
をすると，ヒットする結果のすべてが必ずしも役立つわけではありません。その当たり外れも研究途上の醍醐味で，
仕方ないと諦めることもできますが，そうではなくて『もっと簡単に役立つ文献を入手できる方法がないか』と考え
るのは，文献入手における新たな「コンセプト」だったかもしれませんね。
論文では多くの具体例を交えて，イノベーションやコンセプトの決め方についてさらに詳しく読むことができ
ます。ぜひCURATORでご覧ください！
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CURATORは，今後もこのような学内の貴重な研究教育成果を保存・発信していきます。
研究成果のご提供・登録に関しては，CURATOR担当までお気軽にご相談ください。
登録申請・ファイル送付・お問合せ： 情報部学術情報課 CURATOR担当
tel：043‐290‐2253，fax：043‐290‐2255，
なぜ機関リポジトリで公開するの？
機関リポジトリで学術成果を公開する意義は，一般的には次のようなことが言われています。
・研究成果の効果的な発信 ・研究者の知名度の向上 ・研究者コミュニティ構築への寄与
・研究成果の利⽤動向の把握 ・研究成果の⼀元的かつ⻑期的な保存
機関リポジトリに登録すると，Googleなど一般の検索エンジンだけでなく，国内論文検索データベースのCiNiiや，
Scopusで「web」として検索される科学情報検索エンジンScirusなどの検索対象になります。研究者が論文検索で多く使う
データベースからリンクすることは，『簡単に役立つ文献を入手できる方法』となり，論文の発見可能性を高めることが
できます。
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例えば，千葉看護学会会誌は2007年6月に1-12
巻がCURATORに登録されました。
右のグラフは他機関から亥鼻分館に複写依頼
された件数(茶の棒)と，CURATOR上の論文へのア
クセス件数(青の線)，複写依頼に対してCURATOR
で見るよう案内した件数(緑の棒)です。
単純には比較できませんが，茶の棒と青い線
のスケールが一桁異なることからも「研究成果
の効果的な発信」に役立っていると言えるで
しょう。
新たに電子化して公開する場合はもちろん，すでにwebページで公開されている紀要でも，webページはこれまでどおり
運用するか，あるいはwebページの目次からCURATOR上の本文ファイルにリンクをつけることで，これまでの読者に配慮し
つつ，論文へのアクセスルートを増やすことができます。
CURATORに登録するには
CURATORで公開している紀要等
（タイトル変更した雑誌を含みます，一部欠号あり）
千葉⼤学⼈⽂研究 33-39（2004-2010）
千葉⼤学法学論集 20-25(3)（2005-2010）
千葉⼤学経済研究 6-26(2)（1991-2011）
公共研究 1-7(1)（2004-2011）
千葉⼤学教育学部研究紀要 1-59（1951-2011）
授業実践開発研究 1-3（2008-2010）
⾷と緑の科学 1-64（1953-2010）
千葉医学雑誌 1-87(2)（1891-2011）
千葉⼤学看護学部紀要 1-32（1979-2010）
千葉看護学会会誌 1-17(1)（1996-2011） … など
この他，研究報告書や年報などもあります
① 登録する紀要等の電⼦版（PDF等）を⽤意する
冊子体をスキャンするか，冊子刊行時にPDF版も作成して
おきます。後者の方が画面表示・印刷で読みやすいファイ
ルになります。（論文ごとに分かれていると助かります）
② 論⽂を公開することについて，許諾をうける
CURATORでの公開には，著作権者の許諾をいただきます。
著者から個別に許諾を受ける，紀要の編集委員会等に著作
権の譲渡を受けて委員会で許諾するなど。
③ CURATOR担当に電⼦ファイルを送る
容量が大きい場合は，CD-ROM等をご利用ください。
④ 登録までお待ちください
CURATOR担当が順次公開作業をしております。
詳細についてはCURATOR担当までご相談ください。 ご連絡お待ちしています！
長く，紀要は寄贈・交換による流通が主流でしたが，近年はオンラインで利用できる紀要が増えています。ある調査に
よれば，図書館における日本語文献に係る文献複写の約２割が紀要であるという結果がでており，学術情報流通の上で重
要な地位にあります。 http://www.lib.yamagata-u.ac.jp/news/oshirase_alllib/ir_hokoku_2008jan.pdf
千葉大学の紀要についても，すでにオンラインで利用可能なものもありますが，CURATORは紀要の電子的な提供を今後
も促進していきたいと考えています。
紀要の電子ジャーナル化の際にはCURATORの利用をご検討いただければと思います。
